
六
厩
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
最
終
処
分
場
整
備
事
業
（仮
称
）に
係
る
第
1
回
審
査
会
後
の
委
員
追
加
意
見
に
対
す
る
事
業
者
の
見
解

※
N
o
:
資
料
１
の
N
o
と
同
じ

№
委
員

分
類

第
1
回
審
査
会
後
の
委
員
追
加
意
見
（
9
/
3
0
）

事
業
者
見
解
（
1
0
/
4
）

1
3

肥
後
委

員
植
物

（
１

）
伐

採
計
画

に
つ
い

て
方

法
書
該

当
箇
所

：
2
.
4
.
5
造

成
計
画

（
２
）

伐
採
面
積
 
（
2
-
3
8
）

建
設

予
定

地
に
は

ブ
ナ
林

、
雑
木

林
（
ミ

ズ
ナ
ラ

等
の

広
葉
樹

林
）
、

植
林
地

（
カ
ラ

マ
ツ
、

ス
ギ
、

ヒ
ノ
キ

）
、
そ

し
て

針
葉

樹
天
然

林
が
現

存
し
て

い
ま
す

。
計
画

で
は

約
3
8
h
a
の
こ
れ

ら
の
森

林
が
伐

採
さ
れ

る
こ
と

に
な
っ

て
い
ま

す
。

森
林

伐
採
は

温
暖
化

、
生
物

多
様
性

の
視
点

で
重

要
な
課

題
だ
と

思
い
ま

す
。
植

物
、
植

生
に
つ

い
て
は

広
域
で

詳
細

な
調

査
を
計

画
さ
れ

て
い
る

こ
と
は

理
解
し

て
お

り
ま
す

が
、
建

設
予
定

地
の
森

林
に
つ

い
て
さ

ら
に
踏

み
込
ん

だ
検

討
が

必
要
だ

と
考
え

ま
す
。

森
林

伐
採

に
関
す

る
記
述

が
希
薄

だ
と
感

じ
ら
れ

ま
す

の
で
、

以
下
の

点
に
つ

い
て
ご

検
討
く

だ
さ
い

。
１

．
森
林

伐
採
で

消
失
す

る
バ
イ

オ
マ
ス

の
質
と

量
（

樹
種
ご

と
の
本

数
、
材

積
な
ど

）
に
つ

い
て
の

調
査
の

有
無
、

ま
た

実
施

す
る
場

合
の
具

体
的
方

法
。

２
．

伐
採

し
た
木

材
の
処

理
は
ど

の
よ
う

に
計
画

し
て

い
る
の

か
。
伐

採
、
搬

出
、
利

用
の
具

体
的
な

方
法
に

つ
い

て
。

1
．

森
林

伐
採

で
消
失

す
る

バ
イ

オ
マ

ス
の

質
と

量
(
樹

種
ご

と
の

本
数
、

材
積

等
)
に
つ

い
て

の
調
査

の
有

無
、
ま

た
実

施
す

る
場

合
の

具
体

的
方

法
と

し
て

、
植
生

調
査

の
中

で
、

群
落

毎
に

コ
ド

ラ
ー

ト
法

(
区

画
を

設
定
し

て
、

そ
の

中
の

植
生

構
造

を
把

握
す

る
方

法
)
に
よ

り
、

植
生

の
詳

細
を

把
握

い
た

し
ま

す
。

こ
う

し
た

通
常

の
コ

ド
ラ

ー
ト

調
査

に
加

え
て
、

コ
ド

ラ
ー

ト
内

の
樹

木
の

種
と

本
数

を
確

認
す
る

毎
木

調
査

を
行

い
、

毎
木

調
査

結
果

と
改

変
範
囲

か
ら

、
森

林
伐

採
で

消
失

す
る

バ
イ

オ
マ

ス
の
質

と
量

を
推

定
す

る
事

と
な

り
ま

す
。

2
．

方
法

書
段

階
の
現

段
階

で
は

、
木

チ
ッ

プ
等

に
し

て
処

理
す

る
計

画
で

す
。

1
4

肥
後
委

員
植
物

（
２

）
緑

化
計
画

に
つ
い

て
方
法

書
該
当

箇
所
：

2
.
4
.
1
2
緑
化

計
画
（

2
-
6
2
～

2
-
6
3
）

■
用

語
の

混
乱

導
入

部
で

、
切
土

法
面
、

盛
土
法

面
、
「

（
１
）

緑
化

方
法
」

で
、
埋

立
盛
土

提
部
、

平
坦
部

、
「
（

２
）
緑

地
面
積

等
（

ウ
）

管
理
方

法
」
で

、
法
面

部
、
小

段
部
、

広
い

平
坦
地

、
等
場

所
を
指

す
複
数

の
用
語

が
使
用

さ
れ
、

違
い
が

不
明

瞭
で

す
。
ま

た
（
１

）
と
（

２
）
で

、
同
じ

よ
う

な
場
所

で
も
植

生
回
復

方
法
が

違
っ
て

い
ま
す

。
例
え

ば
、

「
（

１
）

緑
化
方

法
」
で

は
平
坦

部
に
草

本
種
子

散
布

、
「
（

２
）
緑

地
面
積

等
（
ウ

）
管
理

方
法
」

で
は
平

坦
部
に

樹
木

の
混

植
と
記

述
さ
れ

て
い
ま

す
。
も

う
少
し

整
理

し
た
う

え
で
、

統
一
を

図
っ
て

く
だ
さ

い
。

■
計

画
の

具
体
的

内
容
に

つ
い
て

以
下

の
点

に
つ
い

て
、
よ

り
具
体

的
な
説

明
を
お

願
い

し
ま
す

。
１

．
自
然

林
と
は

、
ど
の

よ
う
な

状
態
の

林
分
を

想
定

し
て
い

る
の
か

。
２

．
な
ぜ

、
自
然

林
を
再

生
さ
せ

る
の
に

コ
ナ
ラ

、
ヤ

マ
ハ
ン

ノ
キ
、

ヤ
シ
ャ

ブ
シ
、

ヤ
マ
ハ

ギ
を
使

用
す
る

の
か

３
．

草
本

を
播
種

し
た
区

域
の
森

林
化
は

ど
う
な

る
の

か
、
半

永
久
的

に
草
地

の
ま
ま

な
の
か

。
４

．
草
本

5
種

は
ど
の

よ
う
に

選
択
す

る
の
か

。
■

「
（
ウ

）
管
理

方
法
」

に
つ
い

て
具

体
的
な

管
理
方

法
が
述

べ
ら
れ

て
い
な

い
と
思

い
ま

す
。

例
え

ば
、

１
．
定

期
的
な

モ
ニ
タ

リ
ン
グ

の
実
施

に
つ

い
て
（

頻
度
と

内
容
）

、
２
．

モ
ニ
タ

リ
ン
グ

結
果
に

基
づ
く

追
加

の
植

栽
や
播

種
の
実

施
、
３

．
植
栽

、
播
種

後
の

管
理
に

つ
い
て

（
除
草

、
除
伐

、
間
伐

な
ど
）

に
つ
い

て
示
す

べ
き

だ
と

考
え
ま

す
。

※
次

の
「

■
計
画

の
趣
旨

に
つ
い

て
」
と

も
関
連

す
る

。
■

計
画
の

趣
旨
に

つ
い
て

長
期

的
な

経
済
的

効
果
を

考
え
る

と
、
自

然
林
で

は
な

く
人
工

林
と
し

て
整
備

し
た
方

が
良
い

と
も
考

え
ら
れ

ま
す

（
伐

採
区

域
に
は

ス
ギ
、

ヒ
ノ
キ

、
カ
ラ

マ
ツ
の

人
工

林
も
含

ま
れ
ま

す
）
。

ま
た
、

針
葉
樹

（
（
ヒ

ノ
キ
や

ス
ギ
）

と
広

葉
樹

の
混
交

林
と
し

て
整
備

す
る
こ

と
で
、

木
材

生
産
と

生
物
の

多
様
性

保
全
を

両
立
さ

せ
る
こ

と
が
可

能
な
森

林
に

す
る

こ
と
も

可
能
で

は
な
い

で
し
ょ

う
か
。

人
口

減
少

が
さ
ら

に
進
行

し
、
少

子
高
齢

化
と
経

済
活

動
の
低

下
が
予

想
さ
れ

る
本
地

域
で
、

地
域
活

性
化
の

た
め
に

も
木

材
生

産
を
持

続
す
る

こ
と
は

社
会
基

盤
の
安

定
化

と
い
う

意
味
で

一
定
の

重
要
性

が
あ
り

ま
す
。

そ
の
場

合
、
森

林
（

人
工

林
）
の

造
成
、

維
持
管

理
、
木

材
生
産

を
地

元
企
業

（
森
林

組
合
な

ど
）
に

委
託
す

る
の
も

一
つ
の

選
択
肢

に
な

る
と

考
え
ら

れ
ま
す

。

■
用

語
の
混

乱
：

整
理

し
、

準
備

書
の

段
階

で
修

正
し

た
も
の

を
提

示
致

し
ま

す
。

■
計

画
の
具

体
的

内
容

：
条

例
ア

セ
ス

の
中

で
植

生
調

査
の
結

果
を

踏
ま

え
て

、
準

備
書

の
段

階
で

必
要

に
応
じ

て
見

直
し

た
計

画
を

提
示

し
ま

す
。

■
管

理
方
法

に
つ

い
て

：
条

例
ア

セ
ス

の
準

備
書

で
、

必
要
に

応
じ

て
見

直
し

た
計

画
を

提
示

し
ま

す
。

■
計

画
の
趣

旨
：

ご
意

見
を

考
慮

し
て

、
準

備
書

の
中

に
お
い

て
検

討
し

ま
す

。

2
0

神
谷
会

長
社

会
的

状
況

対
象

地
域

の
特
に

事
業
地

周
辺
に

お
い
て

、
地
下

水
、

地
表
水

（
湧
水

含
む
）

の
利
用

状
況
を

用
途
な

ど
と
と

も
に
確

認
す

る
こ

と
。
ま

た
、
地

元
の
方

々
の
水

と
の
か

か
わ

り
（
く

ら
し
、

文
化
等

）
に
つ

い
て
も

、
あ
ら

た
め
て

整
理
す

る
こ

と
。

こ
れ
ら

水
利
用

等
が
あ

る
場
合

に
は
、

事
業

に
よ
る

水
環
境

等
へ
の

種
々
の

影
響
を

予
測
し

な
け
れ

ば
な
ら

な
い

。
（

僅
か
で

も
影
響

す
る
こ

と
が
予

測
さ
れ

る
場

合
に
は

、
影
響

を
回
避

す
る
方

法
を
明

示
す
る

必
要
が

あ
る
の

で
は

な
い

か
）

地
下

水
、
地

表
水

の
利

用
状

況
に

つ
い

て
は

、
条

例
ア

セ
ス
の

中
で

調
査

し
、

予
測

評
価

を
実

施
す

る
予

定
に
し

て
お

り
ま

す
。

資料３－２


